




　　　グレア現象とは対向車と自分の車のヘッドライトが重なった
　　部分で、お互いの光が反射し合って、その間にいる歩行者が蒸
　　発（グレア）したように見えなくなってしまうというもの。
　　　雨の日は、路面の雨水にライトの光が乱反射して、対向車が
　　なくてもグレア現象が起き、センターラインや停止線、横断歩
　　道といった道路標示が見えなくなることがあるのです。
　　　これが起きると、ドライバーは車線などの確認に気をとられ、
　　歩行者などの発見が遅れ事故がおきてしまう可能性あります。
　　　雨の運転では、このグレア現象にも注意が必要です。

　◎　改正された改善基準告示に則る常務割の作成及び運転時間や拘束時間、休息期間確保など
　　ドライバーに対する関係法令を遵守することを徹底してください。

　◎　最高速度・規制速度の遵守及び適正な車間距離の確保など、道路交通法等関係法令遵守の
　　関係者に対する指導を徹底してください。

　◎　乗務前後の対面点呼時はもとより、対面でなく電話その他の方法で行う点呼の場合におい
　　ても、アルコール検知器を用いた酒気帯びの有無の確認が確実に行える点呼実施体制を確立
　　してください。
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　　5月6日(月)に群馬県内の国道において、また5月14日(火)には埼玉県内の首都高速道路にお
　いて、事業用トラックが第1当事者となる死亡事故が発生致しました。
　　産業活動や国民生活に不可欠な物流を担う事業用トラックが第1当事者となるこうした重大
　事故が相次ぐことにより、国民の生命・財産への甚大な被害を生じさせることで、これまで培
　われてきた社会的信頼性が一気に損なわれることとなります。
　　トラック運送業界としては、こうした交通事故の再発防止に向け、関係者一丸となって真剣
　に取り組むことが、社会に対する信頼性確保に向けた重要課題となります。
　　最近の交通事故による死亡事故発生件数の状況を参考としていただき再発防止に努めていた
　だきますようよろしくお願いします。
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雨の日の夜は「グレア現象」に注意



今年もまた梅雨の季節を迎えました 。各地でゲリラ豪雨や

集中豪雨が発生し、運行に支障をきたす場合があります。

運転には、こまめに気象情報を確認し、いつも以上の目配

り、気配りの気持ちを持って危険な場合は運行を中止するな

どして交通事故防止に努めてください。
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① 「 急 」 な 操 作 は 厳 禁

雨の降り始めの路面や 、ワダチの水たまりは非常に滑り

やす くハン ドル操作が効かな く なるこ とがあります 。

また 、センターラインなどの白線は水に濡れるとツルツル

した表面となり 、片輪が載るだけでも左右のバランスが崩れ

スリップしやすくなります。

雨の日は、慌てて急ブレーキを踏んだり急ハンドルを切ることのないよう 、速度

は控えめに安全運転に心がけてください。

② 雨のしずくにご用心

出発前に注意したいのが雨の日に車内に持ち込まれる雨のしず

くです 。乗り込むときに畳んだ傘や衣服についた雨のしず くは、運

転席のフロアーやシー ト を濡 ら します 。気にせずにス ター ト し 、濡

れた靴底でアクセルやブレーキペダルを踏むと思わず滑って しま

うことがあるので注意が必要です。

できるだけ、雨のしずくが車内に入らないよう工夫する気配りをしましょう。

③ 視 界 不 良 に ご 注 意

雨天時はガ ラ スや ミ ラ ーについた水滴に よ り 視界不良にな り

見落 と しの原因にな り ま す 。 日頃か ら フ ロ ン ト ガ ラ スや ミ ラ ーの

油膜や汚れなどを清掃しておきま し ょ う 。

ま た 劣 化 し た ワ イ パ ー の ゴ ム は 定 期 的 に 交 換 を し て 、 良 好

な視界を保つための メ ン テナンスを行いま し ょ う 。



高速道路で発生する人身事故のうち、渋滞などにより本線上で減速または停止

中の車に追突するケースが８割を占めます。漫然運転や脇見運転をしたり 、車間

距離を十分とらずに追従して前車の減速に気づくのが遅れ、ブレーキが間に合わ

ず追突したというケースも多いのが大きな特徴です。

◆交通量が多い時は、先行車群の流れの

停滞を予測しましょう！

※先行車の速度に注意し、車の流れを読ん

で急激な減速に対処できる運転を。

◆先行車群に追いついた時は、渋滞

などによる先行車の減速・停止を警

戒しましょう！

※先行車の流れに合わせ安全に停止でき

る車間距離をとり、渋滞情報を確認し

ましょう。

◆トンネルの出入り口付近では、先行

車のスピードダウンを予測しましょう！

※トンネルの暗さに戸惑わないよう
に、トンネル手前からライトを点
灯し速度を落としましょう。

ハザードランプを点灯し可能な限り車を路肩に入れましょう。

追突防止のため三角停止板や発煙筒を利用しましょう。

救援を待つ間はガードレールの外など安全な場所で待ちましょう。

路肩や本線上で事故当事者同士の話し合いはやめましょう。

路肩でパンク修理やタイヤチェーンの脱着はやめましょう。




